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　三年に一度の鵬友会総会がレオプラザホテル佐世保において開
催されました。
　当日は15時からの役員総会に始まり、全体総会、その後懇親会が
行われました。役員総会では各支部長からの報告や、支部総会にお
いて参加者が多かった支部の取り組み方など、支部それぞれの良い
ところ・課題としているところを共有いたしました。
　また総会では皆様から活発なご意見を頂戴しました。その意見た
ちこそが私たちにとって重要であると考えます。鵬友会の更なる活
性化に向け引き続き精進してまいります。
　鵬友会は今後とも大学と連携し、卒業生と学生との交流を深め、
皆様が同窓会に参加しやすい雰囲気を作りたいと思っています。
同窓会へのご参加、心よりお待ちしております。　　　　　（事務局）

※総会の写真等は鵬友会ホームページでも公開していますのでぜひご覧ください。

令和7年7月19日（土） 鵬友会総会開催! 会場/レオプラザホテル佐世保

おおとり39号に寄せて会長挨拶
鵬友会会長　角田  隆一郎　

令和7年度総会懇親会

母校は2027年に長崎県立国際経済大学創立から節目の60周年を迎えます！
ぜひ懐かしい母校での記念式典にご出席ください。（詳細は決まり次第鵬友会HP等にて紹介します）

長崎県立大学佐世保校同窓会鵬友会の皆様には、日頃より同窓会
活動にご理解ご協力いただき誠にありがとうございます。
また、現役学生のための就職セミナーにも多大なお力添えいただき重ね
て御礼申し上げます。
第7代鵬友会会長を拝命しております角田隆一郎です。
　時代は、大きな変化をしています。過日の衆議院総選挙においては、政権与党の歴史的な
圧勝となり、与党が公約で示した「責任ある積極財政」への取組や「日本列島が強く豊かに」
なるような取組に期待が膨らみます。
国政においては、ここからがスタートです。我々国民は、「自らの事」としてしっかり関わらなければ
なりません。
　さて、我が長崎県立大学佐世保校も今年度中に校舎の大規模リニューアルが完了となり、
それに伴い学生の質も上がっていくことが期待されます。
　少子化が進む中、「選ばれる大学」となるよう、鵬友会も同窓会として「何ができるのか」大
学側と良く協議をしていきます。
　会員の皆様には、支部活動への参加や本会ホームページなどを通じ、鵬友会への様々な建
設的なご意見を頂ければ幸いです。
最後に、会員の皆様のご健康ご多幸をお祈りしご挨拶といたします。ありがとうございます。

総会 懇親会

乾杯
翌20日、晴天の中9名で楽しいゴルフ大会を開催。
次回もみなさんのご参加待っています。

50周年記念式典
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母校卒業の弘中勝久氏が令和7年秋の叙勲において「瑞宝中綬章」を受章されました。
本人は当然ながら、ご家族や職場の皆様にとって名誉であるとともに、鵬友会の仲間においても嬉しい限
りです。皆さんも喜びを分かち合いましょう。おめでとうございました。

勲章を胸に懸けての記念写真

副知事として県議会本会議で答弁
（写真上は柳居県議会議長）

故安倍晋三氏（当時総理）と

行財政改革本部長に関する
日本経済新聞記事

山口県庁舎

■弘中 勝久プロフィール（略歴）
山口県阿武郡むつみ村（現萩市）出身。
山口県立萩工業高等学校卒業。
1977年３月 長崎県立国際経済大学経済学部卒業。
同年４月 山口県庁入庁。
林政課長、農林水産部次長兼全国植樹祭推進室長、
山口県議会事務局長など歴任。
2013年 山口県公営企業管理者就任。
2016年 山口県副知事就任。
2020年 副知事退任。
2025年 秋の叙勲で「瑞宝中綬章」を受章。現在に至る。

人物
特集

7回生 弘中勝久氏 令和7年11月「瑞宝中綬章」を受章7回生 弘中勝久氏 令和7年11月「瑞宝中綬章」を受章

　令和７年秋の叙勲で私は瑞宝中綬章を受章しました。11月28日、秋晴れの皇居、豊明殿で天皇陛下への拝謁
も賜りました。同行した妻が感激する姿に、私の人生も悪くなかったのではないかと思いました。そして、その思い
を持てたのも長崎県立国際経済大学での学びの機会があったからと、機会を与えてくださった長崎県、大学関係
者に感謝を申し上げます。
　私の学籍番号は73-197。もう半世紀近く前、番号の示す1973年、昭和48年４月入学です。山口県立萩工業
高校機械科卒業の私は精密な機械の世界になじめず､進路を変更し１年の浪人生活を経ての入学でした。
　大学生活４年間、今思えば、最高の時間でした。　　　　　　　
　機械関係の専門教科に時間を取られ、製図などの提出期限に追われる日々、本意でない授業の続く苦痛な高校
時代の日々から、興味の分野を学べる充実感のある日々に一転。生涯の友と言える友人達に恵まれ、１年間だけの
所属ながらバレーボール部で九州インカレの試合に出れたこともよき想い出です。
１年次に学んだ廣井大三先生の憲法にはじまり、２年次からの経済原論や統計学、民法、

商法、会計学など、どの講義も血となり肉となりました。特に３年次と４年次にかけての専門ゼミは、大学院を卒業されたばか
りで新進気鋭の古田俊吉先生が担当されていた財政学を選択。経済の基礎から教えていただきました。
　私の部屋の本棚には財政学や金融論、政治学原論、現代マーケティング論などの大学時代の講義のテキストが並んでいま
す。わからないまま頭を抱えて読み進めた本です。一冊々々が人生のお護りのような存在で今も大切にしています。
　昭和52年４月の採用から令和２年３月に副知事を退任するまでの42年間、私は山口県職員として勤務し、平井龍、二井関
成、山本繁太郎、村岡嗣政に至る四代の知事の下で働かせていただきました。
　30代半ば、商工労働部中小企業課金融係長だった時、宴席で平井知事から「君が金融係長か。福々しい顔をしているな。
福々しい顔の君が金融係長なら安心だ」と言われ、何度もお酒を注いでいただいたことは若き日のよき想い出。二井知事の
下で、2001年ジャパンエキスポ山口きらら博の基本構想や全国植樹祭の計画の策定、やまぐち森林づくり県民税の導入、
企業誘致などに携わりました。
　平成23年から２年間は県議会事務局長。県議会では柳居俊学議長をはじめとした議員の皆様から温かい激励と指導をい

ただきながら勤め、ここで県職員（一般職）を一旦退職。そして、工業用水や水力発電事業
を所管する特別職、公営企業管理者に就任しました。
　その時の知事が山本知事です。１年半の在任ながら、体調の思わしくない中で命を削るように仕事をされていた
山本知事とは前職の国土交通省勤務時から懇意にさせていただき、知事の一丁目一番地の公約、本県産業の再生
強化をめざす「産業戦略推進計画」には最初から関わらせていただきました
　その産業戦略を引き継ぎ深刻な人口減少などの課題克服に取り組む村岡知事の下で、平成28年から４年間、
副知事を務めました。米軍岩国基地など国策とも深く関わる課題、危機的な県財政に対応する行財政改革本部長
の職務、就任直後に発災した熊本地震や、平成30年10月に外国籍貨物船が大島大橋に衝突して島全体が孤立す
る緊急事態への対応、山口ゆめ花博覧会の開催など緊張感の途切れない日々を過ごしました。
　また、このような対応の中で、本県出身の安倍晋三総理

にもお会いする機会をいただきました。緊張で足が震えるような思いで対応する私に、包む込
むような温かい眼差しで話を聞かれていた安倍総理のことを今でも思い起こします。
　副知事退任後の２年間、山口県信用保証協会会長を務めました。コロナ感染が深刻な時期
に、私の県職員としての仕事の原点とも言える中小企業金融の一翼を担う信用保証協会で仕
事をさせていただいたことは感慨がありました。
　計44年間、県職員や信用保証協会での仕事に取り組む基本は大学時代の学びにあったと
思います。大学時代の知識が直接生きたということではなく、わからないこと、知らないことに
挑戦する心構えや方法を学んだ、臆せず、恐れず立ち向かうことができ、「悪くない」と思える
今を迎えられた礎は大学時代の日々にあったと思いますので、母校には感謝の気持ちで一杯
です。
　母校は名称もキャンパスも一新して長崎県立大学佐世保校となりましたが、これからも次代
を担う人材の育成、長崎県や佐世保市をはじめとした地域への貢献をいただくことを願ってい
ますし、母校と鵬友会のさらなる発展、皆様のご活躍を祈っています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 7回生　弘中 勝久

2017年 （平成29年）  4月27日  日本経済新聞
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大学の地域貢献度、規模別で第１位！ 長崎県立大学 学長  浅田 和伸大学の地域貢献度、規模別で第１位！ 長崎県立大学 学長  浅田 和伸

　鵬友会会員の皆様、いつも本学に、特
に佐世保校の学生たちのために、物心両
面で温かい御支援をいただき、本当にあり
がとうございます。心から感謝しています。
　佐世保校は現在、経営学部（経営学
科、国際経営学科）と地域創造学部（公
共政策学科、実践経済学科）の２学部
４学科です。

　卒業生の皆様が、かつての国経大時代を含め、母校に強い愛
着を持ってくださっていることを大変嬉しく思います。これからもそう思
っていただける大学であり続けたいです。
　佐世保校ではキャンパス整備が進んでいます。昨年春には新し
い講義棟もできました。鵬友会の皆様に絶大な御協力をいただい
ている「就職セミナー」を11月に開催したのもこの建物です。これを
機に、建物の名称を１号館（本部棟）から時計回りに２号館（地域
交流棟）、３号館（講義棟）、４号館（大講義棟）…と分かりやすくし
ました。もう迷子になる心配はありません。
現在は、旧学生会館跡地で食堂棟の増築工事を進めています。

今後、講義棟前の旧図書館跡地（私は旧図書館を見たことがな
いのですが）を、明るく楽しい「広場」として整備する予定です。進化

する佐世保校キャンパス。機会があればぜひお越しください。
　最近のトピックを二つご紹介します。
　日本経済新聞社が全国７７７大学を対象に実施した「大学の
地域貢献度調査」の結果が昨年秋に公表され、本学は、総合
ランキングで全国27位、規模別（総学生２０００～４９９９人）で全
国第1位という高い評価を受けました。教職員の努力、皆様をはじ
めとする関係者の御協力のお蔭です。これも一つの励みにして、さ
らに頑張りたいと思います。
　また、これはシーボルト校の関係ですが、昨年6月に文部科学
省の「大学・高専機能強化支援事業（高度情報専門人材の
確保に向けた機能強化）」に選定されました。こういうものにも積
極的に挑戦し、本学の力を示していきたいと思っています。
　大学にいて一番幸せなのは、学生たちとの接点です。
今年も１月に全学教育科目「キャリア・デザイン」で学生たちに話
をしました。今回のテーマ（演題）は「小さな窓から見て見たもの」。
私個人の経歴や職歴から、ごく狭い範囲のことしか言えませんが、
悩みや迷い、進路の選択、仕事の内容、仕事や公務についての
考え、人生観などを伝えたいと考えました。
　学生たちの成長、活躍が私の願いです。
　これからも本学への応援をよろしくお願いいたします。

今年度長崎県立大学の動き！ 長崎県立大学 副学長  橋本 優花里
　鵬友会会員のみなさまには、お変わりなくお過ごしのことと存じま
す。本会報がみなさまのお手元に届くのは6月とのことですが、この
原稿を書いているのは3月、ちょうど後期入試の時期です。まだ肌
寒い日が続いていますが、みなさまがこの会報を手にされる頃には、
初夏のさわやかな風を感じる季節になっていることでしょう。
　さて、ここでは今年度の長崎県立大学の動きを、いくつかご紹
介したいと思います。
　まず一つ目は、「長崎県公立大学経営戦略」が策定されたこ
とです。坂口理事長による現状分析をもとに、本学が直面する五
つの課題が整理され、それぞれに対応する個別戦略が示されまし
た。紙面の都合ですべてをご紹介することはできませんが、ここでは
その第一の課題である「幸せな社会人になるためのコンピテン
シーと現行カリキュラムとの整合性」について触れてみたいと思い
ます。
　社会や就職先が求める人財像として掲げられたのは、「自らの
頭で考え、意思決定を行い、チームで成果を生み出すことのでき
る『主体性』を備えた人財」、そして「自ら幸せな人生を切り開くこ
とのできる『ウェルビーイング』を実現できる人財」です。一方で、本
学の現行カリキュラムは必修科目が比較的多く、学生が主体的
に学びを選択する余地が十分とは言えないのではないか、という
指摘もありました。
　そこで現在、学長のリードのもと、社会が求める人財像と本学の
三つのポリシー――ディプロマポリシー、カリキュラムポリシー、アドミ
ッションポリシー――との整合性を図るための見直しが進められて

います。なお、ディプロマポリシーは学位授与の方針、カリキュラム
ポリシーは教育課程編成の方針、アドミッションポリシーは入学者
受け入れの方針を示すものです。新しい三つのポリシーは、この
4月に公表される予定です。
　二つ目のトピックは、オープンキャンパスや鵬祭への来場者数、
そして入試志願者数が大きく増加したことです。メディアでも取り上
げられましたので、ご覧になった方もいらっしゃるかもしれません。
本学への関心や知名度が少しずつ高まっていることを実感する
出来事でした。2026年度もこの傾向が続けば、さらに心強いこと
だと感じています。
　三つ目のトピックは、佐世保校の建て替え工事がいよいよ最終
段階に入ったことです。現在は食堂棟の拡張と中庭の整備を残
すのみとなりました。2026年度中に工事が完了する予定とのことで
すので、来年の春には新しく生まれ変わった佐世保校の姿を見る
ことができそうです。完成を楽しみにしている方も多いのではないで
しょうか。
　2026年度には、新しく策定された三つのポリシーを踏まえ、全学
教育の見直しも予定されています。「主体性」を持ち、自分自身や
周囲の人、そして社会の「ウェルビーイング」を考えることのできる
人財の育成に向けて、長崎県立大学ならではの特色あるカリキ
ュラムを築いていきたいと考えています。今後とも、本学の教育活
動へのご理解とご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
　末筆ながら、鵬友会会員のみなさまのますますのご活躍とご健
勝を心より祈念申し上げます。
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女
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99.2%
（就職課資料提供／令和8年3.31現在／速報値）
（令和7年12月までの卒業生、経営学部６名、地域創造学部１０名を含む）

経営学部

経営学部

地域創造学部

地域創造学部

令和7年度 卒業生進路状況　

［業種別］就職状況

［地域別］就職状況　

大学就職課より、学生の就職活動支援の一環で、オンライン上でOB／OG訪問ができるネットワ
ークサービス『ビズリーチ・キャンパス』への登録依頼があり、鵬友会本部としても趣旨に賛同し
了承しております。
『ビズリーチ・キャンパス』 は、学生が本学の卒業生にキャリア選択や就活の悩みを個別に相談で
きる、オンラインOB／OG訪問ネットワークです。
就職活動に取り組んでいる学生からは「採用選考を受ける会社のOB／OG訪問をしたい」、
「本学卒業生にどんな働き方をしているか話を聞きたい」など、大学就職課に問合せがあると
のことです。
『ビズリーチ・キャンパス』を開校するためには、100名以上の登録者が必要とされますので、ご協
力いただける鵬友会会員の皆様にはぜひ登録をお願いしたいとの依頼がありました。
つきましては、長崎県立大学在学生の就職活動を支援するため、鵬友会としても『ビズリーチ・
キャンパス』への登録について、ご協力いただきますようお願いいたします。

ご登録は
コチラから

ʡʳʍʒʟɳ˂ʪץҝÏÂᴬÏÇᜪޙ۾
Ȋビズリーチ・キャンパスȋᄊ᧸Ɂȝ᭐ȗ

【ビズリーチ・キャンパスについて】
★無料で登録ができます。
（注）企業での登録・企業公認の場合有料となります。

★学生からの訪問依頼の受信から、
　プロフィールの確認、日程調整、
　OB／OG訪問実施まで、すべて
　サービス内で完結できます。
★学生と連絡先を交換せずに、
　サービス内でメッセージの
　やりとりが可能です。

サービス業
20%

その他
9% 金融業

保険業
20%

情報通信業
運輸業

郵便業 20%

卸・小売業
14%

公務
5%

製造業
12%

中四国
5%

中部4%

関東
25%

長崎
29%

福岡
20%

その他九州
12%

近畿
5%

中四国
7%

関東
19%

長崎
31%

福岡
15%

その他九州
18%

近畿
6%

中部
4%

令和7年度も「おおとりたち」が翔ばたいていきました。

公務
38%

卸・小売業
12%

その他
11%

サービス業
13%

製造業
8%

金融業・
保険業
8%

情報通信業
運輸業
郵便業 
10%
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※鵬友会ホームページもご覧ください。※個人情報保護のため、一部画像を加工しています。ご了承ください。

●本年度もさらに充実したセミナーになるよう関係者の皆様のご協力をお願いいたします。

真剣な眼差しの学生、面接官たち

令和7年11月8日（土）、佐世保校就職セミナーが開催されました。 今回は新校舎「講義棟」内で行い、3年生80名が参加。全国各地
より40名のOB・OGの方々に面接官としてご協力い ただきました。自ら「苦手なこと」「緊張すること」を沢山経験することで得るも
のは大きいと思います。 先輩達から受け継いだ貴重なアドバイスをこれからの就職活動にぜひ活かして欲しいと願っています。

【学生】セミナー全体を通して感じたこと、考えたこと、気づいたこと
◆面接も、グループディスカッションも、数をこなして、自分らしく伝え
る感覚をつかむこと、緊張しても自分らしくいる 訓練を積むことが大
切だと感じた。本当に行きたい場所に、自分を正しく知っていただけ
るよう、たくさん練習したい。
◆面接練習を行ってるんだろうなと思う人がいたので、場数を踏むこ
とが大切だなと感じた。
◆実際に体験した内容を元にアドバイスをしていただき自分の知識
不足や準備不足を痛感した。
◆面接やグループディスカッションにおいて、自分自身どこに課題が
あるのか理解することができた。指導してい ただいた方々のアドバ
イスも分かりやすく、自分自身で思っていた課題以外も出してくださ
ったので、レベルアップ につながるなと感じた。
◆最初は緊張するし、ダメ出しされるから行きたくないと思っていまし
たが、実際受けてみるといい所をよく褒めても らい、ここが良くない
ではなくこうした方がいいと教えてもらい得るものが多かったです。 
◆具体的なエピソードをもつことが大切。面接官は自分の良い点、悪
い点のどちらとも教えてくれた。     
◆就活を始める第一歩として参加したが、より意欲的に取り組もうと
思うきっかけとなった。
◆集団面接は1人で練習をすることができず、対策がおろそかになっ
てしまうため、とても貴重な経験になった。
フィードバックの時間を長く取っていただき、一人一人へのアドバイ
スをいただけた点がとてもありがたかった。
また、笑顔で自信満々に話すことを心がけていたのですが、その点を
褒めていただけることが多く、とても嬉しく感じた。

【面接官】学生について気づいたこと・課題、参加した感想
◆かなり緊張している人が多いように感じました。きっと自分の頭の
中にある伝えたいこと以上に緊張が勝ってしまって、うまく言葉にで
きない子が多いのかなと思ったので、頑張ってほしいです。   
◆まずはよく来てくれたなと思いました。来るだけで本当にえらいで
す。3年生なので、準備不足なところもあります が、それに気づくだ
けでも今日は価値があったかなと思っています。卒業生として立派に
話す学生たちを誇りに思 いました。     
◆自己PRが当たり前すぎる。留学などよい経験をしているので、独自
の経験から得たことをPRできたら良かった。    
◆参加する我々OBにとっても学びの場となる、素晴らしい取り組み
だと思います。        
◆エントリーシートについては少しレベルを上げられた方が良いと感
じました。就職試験で、まず見られるのがエント リーシートです。これ
に誤字・脱字や文脈のつながりがおかしかったりするものが多々見受
けられました。中にはAI を活用したというものもありましたが、こうし
た所に気付けるのもこのセミナーがあるからだと思い、非常に意義
深 いと感じました。       
◆模擬面接を通して、学生の皆さんの成長意欲の高さを感じました。
本番さながらの緊張感の中でしっかり受け答 えできており、頼もしさ
を感じました。今後も経験を重ねて、自分らしい言葉で思いを伝えら
れるようになってほしい です。      
◆面接の練習を行う機会は学生にとって大変貴重だと思いますの
で、とても良い企画だと思います。また学生と話 ができるランチミー
ティングは、ざっくばらんな話ができ、聞きたいことが聞けて良かった
と思いました。

　この度は、佐世保校就職セミナーを開催していただき、ありがとう
ございました。指導してくださった OB・OG の皆様と4年生の先輩
方、セミナーを開催してくださった職員の方々に心より感謝申し上げ
ます。
　セミナー参加の準備にあたり、自己分析や企業研究は想像以上に
時間を要し、どのようなキャリアを歩みたいのか、自分はどんな人間な
のか、見失いそうになりました。友人と話したり、AIを活用したりするこ
とで、なんとかまとめることができました。

　当日は見慣れない友人たちのスーツ姿に、私たちはついに就活生
なのだと実感しました。先輩方からいただけるフィードバックは貴重
で、課題が見つかるとともに、面接って意外と楽しいと就職活動に対
するハードルが下がりました。
　一日を通して、先輩方が本当に後輩の私たちを応援してくださって
いると感じました。今後は、皆さんが見守ってくれているという心強い
お守りを胸に、私の魅力を企業にアピールしていきます。

長崎県立大学 経営学部 経営学科 3年 小宮 紀穂さん

　この度は、私たち3年生のために佐世保校就職セミナーを開催して
いただき、ありがとうございました。エントリーシートの書き方や面接
練習、グループディスカッションの実践を通して、就職活動に向けた準
備の重要性を改めて実感しました。
　普段は気付けない癖や改善点をOB・OGの方々や講師の皆さまか
ら直接指摘していただき、今後の対策が明確になりました。
　また、実際の選考に近い雰囲気の中で練習したことで、自分の課題
や準備不足を再認識し、就職活動への意識がより高まりました。　　

　特にグループディスカッションでは、意見を聞きながら自分の考え
を整理し、分かりやすく伝える難しさを学びました。
　今回のセミナーで得た学びを活かし、教えていただいた改善点を
一つずつ実践しながら、自分の強みをより良い形で企業に伝えられる
よう努力していきたいと思います。
　これから始まる本格的な就職活動に向けて、今回の経験を糧にしっ
かり準備を進めていきます。

長崎県立大学 地域創造学部 実践経済学科 ３年 牧崎 友哉さん

出席者からのお便り紹介

            

就職セミナー新校舎「講義棟」で開催！就職セミナー新校舎「講義棟」で開催！
令和7年11月8日（土）

令和
7年度

壇上から現役4年生も応援

はばたけ！若きおおとりたち。
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各支部の鵬友会活動や人物紹介、地域の名所、お祭り、イベント、トピックス
などなんでも構いません。
ちょっとブレイクの「四方山話」として紹介できればと思います。
各支部の違った一面が見えてくると思います。お楽しみください。

各支部からの

四方山話四方山話
［1］

ちょっとブレイク
ちょっとブレイク

　皆様、いかがお過ごしでしょうか。大分支部の三重野です。
支部長を拝命してから今年で3年目となりました。まだまだ至らぬ
点もありますが、大分支部をこれまで以上に元気で、世代を越えて
つながれる場にしていきたいという思いで取り組んでおります。
　まず、令和7年9月6日（土）に大分支部独自の就職セミナーを
開催いたしました。今年は学生の皆さんが参加しやすいよう、例
年の2月開催から夏休み期間へと変更して実施しました。
　本セミナーは、大学就職課のご協力のもと、県内出身学生が希
望する企業・業種へ進めるよう支援するとともに、できれば地元大
分での就職につなげ、将来的には支部活動にも参加してもらい
たいとの思いで、OB有志により継続して開催しているものです。
今回で26回目を迎えました。
　当日は21名の参加がありましたが、学生は突然の病欠もあり
3名と少数での開催となりました。その分、一人ひとりとじっくり
向き合うことができ、18時からの懇談会でも活発な意見交換が
行われました。先輩方からの経験談や温かい励ましの言葉に、学
生たちも真剣に耳を傾けており、充実した時間となりました。
引き続きこの取り組みを大切に継続し、支部活動の活性化へとつ
なげていきたいと考えております。
　続いて、令和7年10月4日（土）には大分センチュリーホテルに
て令和7年度定例総会を開催し、35名の皆様にご参加いただき
ました。角田鵬友会会長、安部副会長、宮崎・鹿児島支部長をはじ
め、多くの皆様にお越しいただき、会場は終始和やかな雰囲気に
包まれました。久しぶりの再会に話も弾み、大変有意義なひとと
きとなりました。
　また、これまでなかなか参加のなかった令和卒の方が初めて足
を運んでくださったことも、私にとって大きな喜びでした。若い世
代の輪が少しずつ広がり、「参加してみて良かった」と思ってもら
える場をつくっていくことが、これからの大分支部にとって大切だ

と感じています。
　支部長3年目として、これからもう一段ギアを上げ、大分支部
をさらに盛り上げていきたいと思っております。
今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

［大分支部］ ……独自の就職セミナー、支部総会で活性化 支部長　三重野 幸一

就職セミナー

　長崎県立国際経済大学を卒業して、今年の３月で丸50年が過ぎ
ました。あの頃なんとなく思い描いていた自分の将来というものが
こんな世界だったのかと、複雑な気持ちで思ったりしています。
この間に、少しさびしい感じのした大学校舎も見違えるほどになり、
周辺の街並みもすっかり変わってしまいました。日野小学校のすぐ
近くの下宿から毎日歩いて通学していましたが、目に入る景色はほ
とんど田んぼだったのを覚えています。
　佐世保駅周辺も様変わりし、「佐世保といえば玉屋」・・のあのデパ
ート「玉屋」も今年１月で閉店しました。玉屋といえば、小学生の頃
の憧れの場所で、ソフトクリームや屋上遊園地の遊具など懐かしい
思い出があります。それに玉屋まんじゅう。ガシャン、ガシャン・・と
動く玉屋まんじゅう製造機をガラス越しに興味深く見ていたことを
覚えています。佐世保出身の方なら記憶にあられるのでは。
　50年の間に、お世話になった先生にお礼もお伝えせずにお別れ
してしまい、大学卒業を喜んでくれた両親もいなくなってしまいまし
た。そして、あの頃いなかった妻や子、孫が今はいることを思うと、
50年という時間は確かに流れたのだと実感しています。
どんな大学生活だったのか、50年が経ち記憶も薄れましたが、

「優」も少しいただき4年で卒業できたので、それなりに勉強はして
いたものと思っています。ただ、よく覚えているのは、気の合う友達
4、5人と麻雀をしていたことで、金品を賭けたりといったものでは
なく遊びでかなりやっていました。卒業後、麻雀をする機会は全くな

かったのですが、20年ほどして、職場のレクレーションで麻雀をした
時、なんの抵抗もなくできて、我ながら驚きました。若い時に学んだ
ことはしっかり脳と体に染みついている、こんなことなら英会話など
もしっかりやっておけばよかったと、後悔したものでした。
　青春期から朱夏、白秋を経て今は人生の玄冬期。もう一度あの頃
へ、といったエネルギーはなくなりましたが、思い起こしてみるとい
ろんなことが蘇り、心がなんとなく穏やかになる、50年経った今の
私にとっての大学生活はそんな存在です。
　会報にはここ数回、長崎の街の変貌ぶりについて書きましたが、
ネタも尽き、卒業50年ということもあって、恥ずかしながら私的な
内容となったことをお許しください。
　長崎支部の活動は、年1回、5月の総会・懇親会くらいですが、
長崎支部を引き続きよろしくお願いいたします。

[長崎支部] ……50年が過ぎました、卒業から… 支部長　川久保 芳洋

　皆様お元気でお過ごしでしょうか。
　私は、インフルエンザワクチンを接種していましたが、昨年末に
妻がインフルエンザA型に感染し、すぐに私も感染となりました。
回復後、仕事の小学生放課後児童クラブの児童送迎を行ってい
ますが、1月から3月にかけて、迎えに行く小学校で学年閉鎖等が
発生するインフルエンザB型が大流行して、感染防止に苦心する
日々でした。
　さて、鹿児島支部では昨年6月に、鹿児島市のホテルで支部総
会・懇親会を開催しました。1期生（昭和46年3月卒業）の方から
54期生（令和6年3月卒業）の方、鵬友会本部の・大学・各支部の
皆さんもお越しいただき、総勢47名で懇親会まであっという間
の楽しい2時間を過ごしました。※写真は懇親会の一場面です。
次回は来年6月に、10回目となる支部総会・懇親会を開催する予
定です。会場は同じく鹿児島市ですが、前回開催時に会員による
バンド演奏をぜひ行いたいとのご意見が多数もありましたので、
ご要望に応えられる会場を選定中です。皆さん、来年6月に鹿児
島市で、大学時代の佐世保の思い出を懐かしい方々と語り合い
ましょう。
　また、鹿児島支部は、今年4月から支部役員の一部交代を実施
いたしました。任期は令和8年度から2年間です。
どうぞよろしくお願いします。

[鹿児島支部] ……47名の総会・懇親会で大盛り上がり 支部長　美園 　和彦

［鹿児島支部役員］
支  部  長　 美園 和彦（昭和59年3月卒）
　副支部長 　荒武 透雄（会計：昭和59年3月卒）　
　                木元 啓亮（事務局長：平成12年3月卒）
                   重久 晃一（監事：平成17年3月卒）　
　                石田 慶仁（事務局長補佐：平成18年3月卒）
　　　　　　 江口 孝宏（新任：平成23年3月卒）

　2025年度関西支部では、恒例となった納涼ビール会、忘年会
を開催し、3月21日（土）には無事に総会を終えることができた。 
　納涼ビール会には中国支部から支部長の富田様、宮内様、東
海支部からは支部長の久保田様に御参加いただき、近隣支部と
の交流を図ることができた。     
総会には長崎県立大学から浅田学長、地域創造学部の綱教授、

本部副会長の岩﨑様、東海支部長の久保田様、関東支部の森内
様を来賓としてお迎えし、盛況に終えることができた。  
遠方よりお越しいただいた来賓の方々、多忙の中参加した関西
支部会員には厚く御礼申し上げます。    
　総会では支部長・木野田が作成した「関西支部会則案」が審議
され、決議は次回持ち越しとなった。    
　今年も引き続き、関西佐世保会、大阪石城会（県立五島高校同
窓会）の総会に参加するなど、他の団体との交流も図った。  
　2025年度は、大阪関西万博の開催や奈良県出身・高市早苗
氏の内閣総理大臣 就任など関西に関する話題が多かった。支部
活動も同様に、皆様方の役に立つ活動や情報提供などを心掛け、
微力ではあるが会員の活躍や母校の発展に貢献できる支部活動
を行いたい。      
　引き続き、御指導や御支援の程、よろしくお願い申し上げます。 
　最後に2026年1月4日に、前支部長・星憲夫氏（昭和47年度
卒）が逝去された。支部長・木野田と岩脇が自宅に弔問を行い、
総会時には黙とうをささげた。    
　この場を借りて、御冥福をお祈り申し上げます。 

関西支部総会

[関西支部]…… 令和7年度も多彩な活動で多くの交流 支部長　木野田 博之

【関西支部の主な活動】
 ・納涼ビール会／2025年8月30日（土） 11名
 ・佐世保校就職セミナー／2025年11月8日（土） 3名 石垣、金岡、木野元
 ・関西佐世保会総会／2025年11月15日（土） 木野元
 ・忘年会／2025年12月6日（土）　6名
 ・大阪石城会総会／2026年2月8日（日） 木野元
 ・関西支部総会　2026年3月21日（土）16名

納涼ビール会 忘年会
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メール メール

メールでの情報をご希望の会員はアドレスをお教えください。
年々会員数が増加するなかで、総会や各支部活動の案内の連絡を、従来の郵便に頼っていたのでは、同窓会活動経費を圧迫してしまいます。

そこで、平成１５年７月の役員総会において、今後は積極的に電子メールを使った情報連絡に取り組むことを決議いたしました。つきましては、会員の皆様はメー
ルアドレスを管理者にお教えください。なお、会員の皆様からいただいたメールアドレスは、プライバシー保護の観点から、厳重に管理し、他へは一切漏らしません
のでご安心ください。また、登録メールアドレスの確認も含めて、この会報の届く直前に『会報発送メール』を送信しました。
メールアドレスを以前に登録いただいている方で、未着の方は誤ったメールアドレスが登録されている可能性がありますので、再度お知らせください。

メールアドレスの管理者氏名／小室　宏／関東支部長・アドレス／komuro@ho-yu.com（ここにメールを送って下さい）

電子メールアドレス管理者

●メールによる情報連絡の流れ本部・支部の情報

同窓会事務局又は各支部 鵬友会会員

［関東支部］ …本年度「東京のつどい」6月27日（土）開催決定 支部長　小室　宏

　昨年2025年11月、2014年11月から11年ぶりに「学生の
キャリア形成を支援する活動」特別会計のお金を使いました。
　関東支部独自の「学生のキャリア形成を支援する活動」特別会
計からまず説明させていただきます。
　従前は「就職活動支援関係」特別会計という名称で、かつて開
催されていたＯＢセミナー（東京での就職セミナーをこう呼んで
いました、詳細は同窓会会報関東支部の記事を参照してください。
※ＱＲコード）などの、学生に係わる活動経費を対象にした一般会
計とは別の会計です。
　その特別会計が11年間使われなかったというのは、関東支部
の恥になりますが、関東支部が主体的に動いた「学生に係わる活
動」がなかった現しです。
　さて、本題の話です。
　関東支部では以下の通り、1999年の第1回佐世保就職セミ
ナーから支部会員を派遣しています。

　派遣者は全て自発的な手上げ者で、こちらからお願いしたケー
スは一例もございません。
　むしろ、直近2025年の時は、大学・後援会の予算上から手上
げ者の選抜を行い、「学生の為に自分の時間と体を無償で提供す
る」高邁な精神を持たれた複数の方に泣いていただきました。
　関東支部ではその「学生の為に自分の時間と体を無償で提供
する」高邁な精神の方をお招きして、そのお気持ちを讃え、広く

関東支部会員に知っていただく機会として、「佐世保就職セミナ
ー報告会」を2025年度初めて開催いたしました。
　日にちは佐世保就職セミナー開催3週間後の11月24日祝日
月曜、場所は中央区茅場町の貸会議室でした。
　残念ながら、報告者2名支部会員6名計8名でしたが、3時間に
わたって会食しながら談笑いたしました。
　と、言うのも、関東支部では佐世保就職セミナーへの派遣の条
件の第一に「60歳以下の方」を掲げています。
　ですので、今回の報告会は正に60歳以下の現役と、それ以外
の支部会員とのマッチングになりました。
　そして、60歳以下の現役が主体的に動き出すきっかけになり
ました。
　今後、現役世代の支部会員の皆様からのご意見をお聞きして
2026年度はより盛大に開催したいと考えております。

　さて、支部会員の皆様からのご意見を直接お聞きする場として
「長崎県立大学東京のつどい」（他の支部では支部総会懇親会と
呼んでいるものです）を今年は6月27日土曜14時45分から開
催いたします。
　昨年2025年は6月14日土曜に、来賓に元長崎県立国際経済
大学助教授で名古屋大学名誉教授の平川均先生、関西支部支部
長の木野田博之様、東海支部支部長の久保田益造様3名をお迎
えし、関東支部会員2013（平成25）年度入学から1967（昭和
42）年度入学の18名、合わせて21名の方に江東区東陽町の居
酒屋にお集まりいただきました。
　今年は佐世保就職セミナー報告会と同じ会場の中央区茅場町
の貸会議室にて開催いたします。
　25名以上になりませんと、ケータリングサービスを受けられま
せん。
　ご自宅にお送りした案内の往復はがきやお届けいただいてい
るメールアドレスあての案内メールでは「申込は5月26日火曜
までに」としていますが、今初めて知ったというあなた、直ぐに支
部長の小室までお電話（携帯電話080-7005-6214）ください。
　お待ちしております。よろしくお願いいたします。
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　７月１２日、宮崎山形屋Alettaにて第８回宮崎支部総会・懇親会
が約２年振りに開催されました。
　今回の総会には鵬友会より角田隆一郎会長、長崎県立大学よ
り浅田和伸学長、井上和広専務理事、並びに佐世保・長崎・佐賀・福
岡・大分・熊本・鹿児島の九州全支部に長崎シーボルト同窓会から
伊藤和吉会長もご参加いただき、総勢５２名で盛大に同窓会を開
催することができました。
宮崎支部総会に初めて大学学長が同窓会参加されるとのことで、
宮崎支部からは昭和卒６名、平成卒３３名、令和卒１名の参加が
あり、このうち１５名が初参加でした。
　２次会にも２９名参加をしていただき、盛況で総会・懇親会を終
えることができました!残念ながら諸事情により総会に出席でき
なかった方々もたくさんいらっしゃいましたが、後日に久しぶりメ
ンバー初メンバー併せて１６名で別会を開催させていただきました。
宮崎支部会員の皆様のご協力もありまして、おかげさまでたくさ
んの同窓生に声を掛けることができるようになってきております。
宮崎支部の集まりは、気楽にワイワイできる会になっております。
私や友達から声を掛けられましたら、是非一度参加してみてくだ
さい。懐かしい話新しい話で盛り上がること必須です。
　今年も前回盛り上がったWBCがやってきました。この文を書
いているのが３月なので、おおとりが発行される頃には結果が分
かっていることですが、日本代表は連覇しているのでしょうか？
今年のキャンプも日本全国からたくさんのファンが集まり、宮崎

は賑わっておりました。
ドジャースで昨年大活躍しました山本由伸投手、岡山出身ですが
宮崎の都城高校を出ております。今年からプロ野球も巨人・広島・
ソフトバンク・オリックス・西武に続きまして、ロッテも宮崎で１軍キ
ャンプを開催。２軍もヤクルト・楽天がキャンプを開催しますので、
WBC合宿と併せて２月は野球一色です。
ですが、宮崎は他のスポーツも盛り上がっております。
サッカーも数多くのチームがキャンプにきますし、テゲバジャーロ
宮崎のＪ２昇格もありました。2027年に宮崎国スポ障スポが開
催されることもありまして、宮崎各地の競技場、体育館、プールな
どの施設が次々と新しくなり、野球・サッカー・ラグビー・テニス・水
泳・自転車・ゴルフやバレーボールなどのキャンプ合宿が数多く来
ております。
意外でしょうが、先日引退を表明したスピートスケートの髙木美
帆さんも宮崎に夏季合宿に来て自転車でトレーニングしておりま
した。かつての橋本聖子さんのように自転車転向とかあるんでし
ょうか。そしてその後政治家へ。
　さて今年は宮崎支部は２年に一度の総会の裏年にあたります。
せっかくたくさんの宮崎支部会員と接点ができましたので、夏頃
に支部の集まりを開催したいと考えおります。
案内がきましたら、是非に参加よろしくお願いいたします。
　最後に宮崎支部でインスタしております。あまり投稿しており
ませんがこちらもよろしくです。　＠hoyukai_miyazaki

［宮崎支部］ ……「第８回宮崎支部総会開催」 支部長　中武　邦宏

お知り合いに会報が届いていない方は
おられませんか。

鵬友会同窓会終身会費を収めているにもかかわらず、転勤等で
連絡が取れず、会報などをお送りすることができない方が多数
おられます。
鵬友会事務局では、会報が宛先不明で戻っている会員の住所確
認及び更新を日々を行なっています。
一人でも多くの卒業生が、同窓会を通じて楽しい思い出を共有
していただくためにも、現在会報が届いていない方がいらっしゃ
いましたら、登録情報変更フォームから変更をお願いします。

鵬友会ホームページがリニューアル！鵬友会ホームページがリニューアル！鵬友会ホームページがリニューアル！
2021年（令和3年）4月1日より鵬友会ホームページをより
使いやすく情報が探しやすい構成やデザインで快適にご利用
いただけるようにリニューアルしました。
これからは本部・支部の活動や総会のご案内、住所変更など
きめ細かく発信ができ、パソコンの他にスマートフォンやタブ
レットからも、ご利用いただけるホームぺージになっています。
ぜひ、皆様の声や会員相互のコミュニケーションも気軽に図
れるホームページとしてご活用ください。

鵬友会 検索［新URL］https://www.ootori.net

母校は2027年に長崎県立国際経済大学創立から節目の60周年を迎えます！
ぜひ懐かしい母校での記念式典にご出席ください。（詳細は決まり次第鵬友会HP等にて紹介します）
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　今年の長崎県立大学佐世保校同窓会　『鵬友会　東海支部総
会・懇親会』は2月21日(土）に名古屋市中村区の　柳橋
TERRACEに於いて、午後4時から開催いたしました。支部総会
場所には少し不向きかな？！とは多少思いながらも、東海支部らし
く懇親会メインの完全予約制のビアホールBBQレストランとい
たしました。

　今回は初参加者が無く急遽2名の欠席者があり、常連メンバー
中心に12名の参加でしたが、本部より角田会長がお忙しい中、
佐世保市議会の合間を縫ってご参加していただきました。昨年の
ゲスト9名から比べると激減しましたが、関東支部からの大御所
松田顧問と併せて2名のビックゲストにご参加いただき、合計14
名での開催となりました。角田会長には特に大変感謝申しあげま
す。県立大学の最新の状況もご報告いただきました。東海支部は
結成20年目となりましたが、支部総会はコロナ下で2年流会と
なっています。2年後の第20回目は記念大会としてそれまでに
もっと参加者を増やしながら、もう一度会長にも来場いていただ
けるように今後とも盛り上げてまいります。

　例年通り、令和7年度の活動報告及び令和8年度活動予定案、
令和7年度会計報告を行い　無事に承認されて、今年も支部総
会以外に夏の納涼会を3年連続で企画開催予定です。　昨年は
8月に豊橋市へ遠征してOBの経営するお好み焼き屋『紀文』で
納涼会を実施しました。11月の佐世保就職セミナーへの派遣に
ついては大挙して5名の参加でしたが、今年度は少数精鋭で臨み
たいと思います。

　懇親会も　少人数の参加ではありましたが、昨年に続いて参
加の一回生の日野さん・松田さん・市川さんの3名が78歳とは思
えないほどお元気でパワーをいただきました。
参加者の皆さん全員としっかり交流いたしました。
美味しいステーキを食べて、クラフトビールなどお酒も種類が豊
富で大変良い気分で、世代を超えて楽しく意見交換ができました。
順番に全員にスピーチや近況報告をしていただきました。ご結婚
の事や就職セミナーの報告や昭和卒組は今後の健康に関する事
が多かったのは多少気になります。（笑）予定の3時間があっとい
う間に過ぎてとても楽しく過ごせました。二次会では先輩の素晴

らしい歌声を聴かせてかせていただきました。

　お隣の関西支部や関東支部との交流も続けております。
今回は残念ながら関西支部の木野田支部長が京都の宇治でマラ
ソンへ参加される為不参加、代理出席予定の木野元事務局長が
身内のご不幸で急遽欠席となりましたが、今後も会員相互で更に
絆を深めてより活発に交流していきたいと思います。
3月の関西支部総会や6月の関東支部総会へもスケジュールが
合えば参加いたします。
関西支部へは初参加となる大阪在住の同級生を誘って行く予定です。

　昨年佐世保での全体総会後に博多で同級生に久しぶり（約40
年ぶり）に会って、時の流れを感じながら楽しく懇親しました。今
年も支部役員総会後に鹿児島行きを計画しています。ご案内い
ただいた熊本支部の総会には都合で不参加となりましたが、機会
があれば九州の支部総会へも参加したいと思います。

　私の身体は既に3回の手術等含めて　大小計10回の入退院
を経験している為、もう後が無いという自覚のもと今後も身体が
動く限りは　鵬友会の活動にも協力してまいりますので、皆様の
暖かいご支援を宜しくお願い致します。

　東海地区の方は老若男女問わず是非とも東海支部総会へご参
加ください！

［東海支部］ …東海支部の2026年支部総会開催！角田会長ご出席に感謝！ 支部長　久保田 益造

　2月14日（土）、佐世保支部では「令和7年度支部交流会」を開催
いたしました。
昭和・平成・令和の各世代から33名の会員が集い、久しぶりの

再会や新たな出会いを楽しみました。
バレンタインデー当日ということもあり、チョコレートのプレゼント
や豪華抽選会で会場は熱気に包まれ、世代の垣根を超えて親睦を
深める貴重なひとときとなりました。
初参加の皆さんからは喜びの声を多くいただいた一方、告知が行
き届いていなかったという課題も見つかりました。
そこで、今後のイベント情報は『鵬友会「公式LINE」』にていち早く
お届けします。
「案内が届かず見逃してしまった」ということの
ないよう、この機会にぜひ友だち登録をお願い
いたします！

［佐世保支部］ ……令和7年度 佐世保支部交流会を開催 支部長　川尻　佳嗣

［転居等の情報変更］があったら必ず再登録下さい。

   鵬友会ホームページからは簡単です。

郵便局の転送サービスで会報等を受け取られた場合は、その時点では宛先
不明で戻ってこないため、住所を変更されたことが分かりません。
そのため転送期間終了後は、鵬友会からの情報をお届けすることが出来ま
せんので、転送サービスで届いた方、住所を変更された方は事務局に必ず
届出下さい。新HPからは簡単です。

［鵬友会HP］ https://www.ootori.net
［鵬友会Mail］  ho-yu-@nifty.com

各支部役員、熊本支部会員の皆様には日頃から大変お世話に
なっております。
ここ2年ほど会報には熊本支部の総会状況を書いていますが、今回
は私が長崎県立大学に入学した経緯を37年前を思い出しながら
書いてみました。
　今は熊本に住んでいますが、出身は長崎です。高校は大村工業高
校電子工学科で主にコンピューターのプログラミング等を勉強して
いました。当時はまだパソコン等が一般的に普及してない時代でし
たので、卒業後の就職先がたくさんあったのを覚えています。
ただ、個人的にプログラミング等の実習が楽しくなく、卒業後の進
路を悩んでいました。その時修学旅行に行き添乗員という仕事が
あること知り、担任にどうしたら添乗員になれるか聞いた際に大学
に進学したらなれると言われ、家族のもう反対を押し切って推薦試
験を受け無事合格し入学する事ができました。
　大学に入学してからは、添乗員になるための就職活動だけを楽し
みに単位所得に苦労しながらの4年間でした。旅行会社から内定と

決まった時の嬉しさはいまだに忘れません。
 今は全く別の仕事をしていますが、旅行会社時代の添乗員で培っ
たコミュニケーション力が今でも役に立っていると思います。
 最後になりますが、熊本支部長も10年程していますが、今後も各
支部の役員の皆様や支部会員と出来る範囲でコミュニケーション
を取り、鵬友会熊本支部を少しでも盛り上げていけたらと考えてい
ます。今後ともよろしくお願いいたします。　

［熊本支部］ ……希望業界への就職活動の思い出 支部長　早田　昌博

熊本城

　三寒四温とは言ったもので、日に日に春が訪れていることを感じ
る日々ですが、皆さんいかかお過ごしでしょうか？
１年前に初めて、おおとりの原稿の作成をして、もう次の原稿を作
成しなければとおもうと、月日の経つのははやいなと実感しており
ます。
　令和７年は佐賀支部の総会の年で、来賓も含めご来場いただい
た方には改めてお礼申し上げます。その中で支部長として嬉しかっ
たのは、平成以降の参加者が近年で一番多かったことが良かったこ
とかなと思ってます。ただ、平成より以前の卒業生の方の参加が
年々少なくなってきているのも気にはなります。
　さて、その総会ですが、令和７年１１月１日に開催をさせていただ
きました。唐津くんちと佐賀バルーンフェスタ、さらには佐賀バルー
ンーズのバスケの試合のホームゲームと重なってしまい宿の件や
交通機関の件で来場された方にはご迷惑をおかけしましたが、お楽
しみ抽選会等を開催し、来場いただいた方には楽しんでいただけた

かと思います。
　今後も参加人数を増やせるよう事務局としても努力いたします
のでご友人等お誘いの上ふるって参加していただければと思います。

[佐賀支部] ……近年の総会で最高のご出席者数に感謝 支部長 中村 義博

セミナー応援者募集
本年度も11月開催予定の佐世保就職セミナー
応援者を募集します。
明日へはばたく後輩への良いアドバイスをお願
いします。（詳細は後日発表）
お問い合わせ・お申し込みは
各支部長又は鵬友会事務局まで

本年度は11/7（土）開催予定

郵便局の転送サービスで会報等を受け取られた場合は、その時点では宛先

本年度も11月開催予定の佐世保就職セミナー
応援者を募集します。
明日へはばたく後輩への良いアドバイスをお願郵便局の転送サービスで会報等を受け取られた場合は、その時点では宛先

不明で戻ってこないため、住所を変更されたことが分かりません。
そのため転送期間終了後は、鵬友会からの情報をお届けすることが出来ま

セミナー応援者募集

いします。（詳細は後日発表）
お問い合わせ・お申し込みは
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繋がれ

鵬友会の

 輪!

鵬友会公式ラインが開設されました！各支部総会など現在は往復ハガキにて案内
を郵送しておりますが、昨今の郵送料金の値上がりから今後鵬友会の運営が厳し

くなっていきます。そこで鵬友会では公式ラインを活用し、こちらで今後案内や出欠報告が
できるよう開設しました。
当面は往復ハガキでの案内は続けますが、いずれ公式ラインでの案内に
移行できればと考えております。
ぜひ友達登録をお願いいたします！
友達登録は右のQRコードまたはラインID「@220hvchw」で検索
をお願いいたします。

鵬友会「公式LINE」スタート!

【第57回「巡り逢ひて鵬祭」を終えて】 第57回鵬祭実行委員長　一ノ瀬 若菜

　こんにちは！鵬祭実行委員会です。
2025年度、約100名の実行委員で挑んだ「第57回鵬
祭」は、おかげさまで無事に幕を閉じることができました
。
第57回目の鵬祭は、百人一首57番目、紫式部の和歌

になぞらえた「巡り逢ひて」をテーマに掲げました。
　雲間に見え隠れする月との出会いを詠んだ和歌のよ
うに、この学園祭を通じて皆様とのかけがえのない「巡り
逢ひ」を形にしたい。その一心で、部員一同泥臭く、全力
で準備に励んできました。
　　当日は、来場者の皆様の笑顔や活気あふれる会場
を目の当たりにし、人と人とが繋がることの尊さを肌で感
じることができました。自分たちの手で一つのものを作り
上げる難しさと、それを支えてくださる方々の温かさを
学んだ一生モノの経験でした。
　私たちがこうして自由に挑戦し、無事に開催を迎えら

れたのは、いつも温かく見守り、多大なるご支援をくださる
鵬友会の皆様のおかげです。本当にありがとうございました。
　来年度も、さらに「愛される鵬祭」を目指して精一杯活動
していきます。
これからも、私たちの挑戦を応援していただけたら嬉

しいです！何卒宜しくお願い申し上げます。　　　　

【空手道部OB会の現在・過去・未来】 長崎県立大学  空手道部OB会長　山口  美登志　（１２回生）

クラブ
紹介

クラブ
紹介

空手道
部

空手道
部

　平成２８年に空手道部OB会長をお受けして、早いもので１０年になります。この度、創部６０周年という大きな節目を迎
えるにあたり、これまでのOB会の活動と、現役を含めた現在の状況、これからの展望についてご紹介します。
我が空手道部は、昭和４２年の長崎県立国際経済大学設置当時に、空手道を志す３０名の有志が集まり、うち最終的に６
名が残って初代となりました。創部当初は指導者がいなかったため、町道場に通って技術を習い、他県の大学を訪問して
練習方法を習い、そして大学での練習場は屋外だったそうです。その後、歴代に研鑽を積み、第１回全日本大会出場、全日
本学生大会団体及び個人出場、全九州大会３位を２度、など活躍しました。現在までに約１７０名が所属しています。
　私は１２代ですが、創部以来の伝統にのっとり、熱血根性・質実剛健の精神でもって、週６日の練習、徹底的なしごきスタ
イルで鍛えられました。真夏の道を裸足で、足の裏が剥がれるまで走りました。運動音痴の私が、この空手道部を４年間全
うしたことは、少なからず自信となってその後の人生を支えています。　　　

　さて、空手道部OB会の活動目的は、第一に現役の支援、第二にOBの親睦です。
従前よりOBが監督について現役を指導し、５年ごとに佐世保で総会並びに懇親会を開催して
きました。
平成２８年７月には、創部５０周年記念行事として、大学体育館でOBと現役の合同練習会を
行い、総会並びに懇親会を佐世保市の弓張の丘ホテルで開催しました。お世話になった先生
方や師範、全国のOB諸氏と現役生、あわせて５０名の参加を得て、盛大な記念行事となりま
した。なかでも１４代は、三次会で３１年ぶりに７名全員が揃い、再会を喜びました。また当時
は、武道人気の低迷で現役生は少なくなっておりましたが、女子部員が元気に参加してくれ
ました。その後は、OB親睦会を毎年やろうということになり、宮崎、岡山、嬉野などに集まっ

て親睦を深めました。また、豪雨被害に遭われて家を無くされたＯＢに、お見舞いを集めて励ましに行ったりしました。
　一時期コロナウィルスの蔓延により活動は停滞しましたが、令和４年には、佐世保市のパラダイスガーデンで、創部５５
周年記念事業を１年遅れで開催することができました。
しかしそのころには、大学には現役部員がいなくなり休部状態となっていたため、OB会としては当面、親睦会のみの活動
をすることにしました。
　ところが、令和６年になって、どうも現役がいるらしいという話を聞き、確認すると、３４代主将の山本君が監督を買って
出て３名の学生を指導していることがわかりました。
　そこで、７年当初に急きょ臨時総会を開いて、部の復活のためにOBの支援を仰ぎました。素晴らしいことに、部の復活
を喜ぶ声が多く寄せられ、少なからぬ寄付をいただきました。がらんとした部室に、OB有志がソファーや畳等の備品を持
ち寄って環境を整備しました。さらに、監督やコーチの尽力で新入生４名を獲得し、現在は男子４名、女子２名、マネージャ
ー１名の総勢７名になりました。おかげさまで、７年度には学生空手道連盟への登録を再開し、久しぶりに九州・全国の公
式戦に出場することができました。５月の全九州学生大会でデビューし、７月の九州インカレ出場、さらに１１月に東京大
学で行われた国公立大学選手権大会では、１年生主体のチームながら初勝利を経験しました。それぞれの試合には近隣の

OBも会場に駆け付け、熱い声援を送りました。若いチームなので、これからの活躍が楽しみです。がんばれ県立大！
　空手道部は、歴代のOB、役員、監督、コーチらの献身的な努力によって存続しています。
特に初代、２代の先輩方は、今でも親身になってOB会を支えてくださっています。また当時の先生方も、ご高齢に
もかかわらず顔を出してくださいます。初代部長の広井先生が、空手道部の通信誌のタイトルを「邂逅」と命名さ
れました。まさに出会いは運命です。空手道部を通して教えていただいた、礼節を重んじ自己を律する精神は、旧
い新しいに関係なく、時代を超えて伝えるべきものと考えます。そのことが、この信頼と団結を生んでいるのだと
思います。
　また、いつだったか飲んでいる最中に、初代の先輩が言われた「我々がやるべきことは、子孫繁栄だよ」という何
気ない一言が、シンプルに心に響き、忘れられません。子孫のみが未来を構築できるのです。若者を支援すること
は我々の責務です。そして私たちも若者から力をもらっています。そのために、OB会もますます精進していきたい
と思っております。県立大並びに空手道部OBの皆様、今後とも応援よろしくお願いします。
　最後に、当時の山崎師範からいただいた「空手道部五訓」をご紹介して結びに代えます。

一、ロマンの人であること
一、情熱と気概の人であること
一、礼節の人であること
一、創意工夫と実行の人で
　  あること
一、何事にも真剣味に徹する人で
    あること

［五訓］
長崎県立大学空手道部員は

★代表／濵田 花菜

令和7年度 やるばいプロジェクト「鵬友会特別賞」を表彰
［長崎県立大学生による地域活性化プロジェクト］

やるばいプロジェクトへの協賛も今回で3回目となりました。
役員にて鵬友会特別賞を審査を行い、どのチームも素晴らしい企画・行動力でした。
今後も学生への支援として継続していきたいと思います。
【受賞チームのコンセプト】
～東南アジアに関心を持ってもらうかつ、 佐世保も元気にしたい！～
□今回のJAMFESでは、「ベトナムと日本の食文化融合」をテーマに学生たちが企
　した飲食店を展開し、異文化融合の視点から地域に新たな魅力を発信するととも
　に、出店する店舗内には学生の研究成果をポスターで掲示し、学びを地域社会に
　アウトプットする場を提供。
□テナント出店という実践的な活動を通して、学生たちが経営感　覚やマーケティ
　ングスキルを養う機会を創出し、地域との連携　を深めなが
　ら佐世保を盛り上げる新たな地域活性化モデルの　構築を目
　指す。
□長崎県立大学からの発信とし、長崎の新たなソウルフードとな
　る「長崎お好み焼き」の考案に挑戦し、新たなご当地グルメの
　定着を目指す。
　長崎県の魅力発信とともに、長崎県立大学の創造性と地域貢
　献に取り組む。

事

局
務

だ
よ
り

　　　　　　

［順不同］

アメリカンフットボール部
空手道部 
弓道部
剣道部
硬式庭球部
サッカー部
柔道部
準硬式野球部
少林寺拳法部
新極真空手部
ストリートダンス部
ソフトテニス部
ソフトボール部
卓球部

軟式野球部
男子バスケットボール部
女子バスケットボール部
バドミントン部
男子バレーボール部
女子バレーボール部
ハンドボール部
よさこい部
陸上競技部
IVUSA部
アウトドア同好会
サッカー同好会
スポーツ同好会
バスケットボール同好会
  

ギターマンドリン部
軽音楽部 
茶道部
吹奏楽部
国際交流部 
ボランティア部 
アナウンス研究会
お絵かきサークル
献血推進同好会
佐世保独楽サークル  
長崎海外マーケットリサーチ［NIMR］ 
フォトサークル
雄辯会（ゆうべんかい） 
起業サークルFIRPEN［ファーペン］

ESS（英会話）同好会
e-sports同好会
長崎国際協力サークル（NICC)

学生自治会
長崎県立大学新聞会
鵬祭実行委員会  

あなたの思い出の部活・同好会サークルはありますか。

sports

culture

other
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令和元年度予算及び決算報告書

鵬友会の同窓会活動を支えてください鵬友会の同窓会活動を支えてください鵬友会の同窓会活動を支えてください
鵬友会会員１万7千名の同窓会活動費は終身会費で賄っており、終身会費は概ね

新入生の終身会費一括納入に頼っているのが現状です。

同窓会活動は、就職セミナー、支部活動等年々活発化しており、その活動を支える

同窓会活動費が逼迫してきています。

終身会費を既に納入いただいた同窓の皆さんに寄付のご協力をお願いしており

ます。

出費多難の折とは存じますが、同窓会活動をご支援ください。

※同封の振込用紙にて振込み下さい。

★お問い合わせは鵬友会事務局まで

TEL：0956-47-5146（電話窓口：平日午前９時～１２時まで）　
E-mail：ho-yu-@nifty.com

◆寄 付 金◆

◆終身会費◆

22,000円（会費：2万円・入会金：２千円）

金額は　３千円　５千円　１万円　それ以上は随意

昨年度、寄付のお願いを致しましたところ、多くの会員よりご寄付を頂き
ました。ありがとうございました。紙面を借りましてお礼申し上げます。
鵬友会運営のためには皆様のご協力が必要です。
引き続きよろしくお願い申し上げます。
　　　　　　　　　長崎県立大学佐世保校同窓会　鵬友会会長　角田隆一郎　

伊 藤 　 正
川上　陽介
木下　秀一
清田　健児
池田　明人
一ノ瀬健次
千北　裕吉
弘中　勝久
浜辺　千昭
稲葉　茂雄
中 野 　 実
芦刈　修司
田中　一成
笠岡　一之
堀 野 　 勝
林 　 宏 俊
小村　泰之
中尾　健一
トクメイOB
谷丸　優子
松田　直樹
久保田益造
藤崎　雄介
宮 地 　 学
砂原　俊秀

瓜生田憲治
竹之下　博
瀬戸口　功
神藤　和彦
合六　直吉
大塚　昭一
柳 　 純
尾 崎 　 彰
槌谷　寛治
米澤　金作
櫻井　昌弘
荒巻　宗一
安岡　佳信
木野田博之
野 村 　 剛
宮 坂 　 崇
坂 本 　 博
吉田　裕司
浦川　光子
福吉　浩樹
森内　正美
里村　睦弓
松本　文昭
石田　一正
坂井　真洋

大浦　倫子
大浦　一人
内藤　雄司
多々川慎仁
岡 部 　 繁
龍造寺忠實
野間　健司
田広　雷蔵
伊東　佳篤
小村　泰之
楢 崎 　 勲
西田　亮二
吉田　健児
松本　逸子
太郎浦雪乃
角谷　真司
村川　道雄
縄 田 　 聡
田岡　一樹
上坂　泰伸
高増　法廣
東 　 和 敬
田所　俊彦
野上　公男
平野　浩二

寄付者名簿（R7.4～R8.3）順不同・敬称略

寄付金合計
631,000円

令和7年度も多くの会員より同窓会活動に多額の寄付をいただきました。
心より御礼申し上げます。

令和7年度  鵬友会本部 活動報告 ☆は支部応援活動
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浦　利三郎
長神　英聖
植 村 　 優
門田　仁史
藤井　新一
林 田 　 高
田尻　雅嗣
吉牟田　太
石橋　由香
榊原　雄三
遠藤　裕太
松本　博幸
金子　博美
日浦　淳子
村山　龍彦
岡村有希子
羽有　郁夫
松山　敏弘
草積　一夫
桑水流清美
加藤　優貴

［令和7年］（2025年）
４月３日（木）

４月２６日（土）

５月３１日（土）

６月２日（月）

６月７日（土）

６月１４日（土）

６月２８日（土）

７月１２日（土）

７月１９日（土）

７月２０日（日）

７月２９日（火）

９月６日（土）

１０月４日(土)

１０月１２日（日）

１０月２５日（土）

１１月１日（土）

１１月８日（土）

１１月２９日（土）

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

入学式　於：アルカス佐世保　角田会長・藤木副会長出席

役員会議　於：レオプラザホテル佐世保

長崎支部総会　於：ホテルセントヒル長崎　角田会長出席

会報「おおとり」vol.３８発行

鹿児島支部総会　於：アクアガーデン　ホテル福丸

                            藤木副会長出席

東京のつどい　於：いっき 東陽町店

役員会議　於：レオプラザホテル佐世保

宮崎支部総会　於：ワールド・グルメバイキングAletta

                        角田会長出席

全体総会・懇親会　於：レオプラザホテル佐世保 

ゴルフコンペ大会　於：佐世保カントリー倶楽部 

鵬祭実行委員会へ鵬祭運営費援助 

大分支部就職セミナー

大分支部総会　於：大分センチュリーホテル　角田会長出席

福岡支部総会　於：福新楼　角田会長出席

役員会議　於：レオプラザホテル佐世保

佐賀支部総会　於：ホテルグランデはがくれ  角田会長出席

佐世保校就職セミナー　

　※鵬友会面接官40名・4年生19名・教員2名・3年生81名出席

熊本支部総会忘年会　於：城見櫓　岩﨑副会長出席

［令和8年］（2026年）

☆

☆

☆

役員会議　於：レオプラザホテル佐世保

佐世保支部交流会　

       於；サンウエストホテル佐世保

東海支部総会　於：柳橋TERRACE

                         角田会長出席

卒業式　於：長崎ブリックホール

　　　　　               岩﨑副会長出席

卒業生へ記念品(ことば選び実用辞典)を贈呈

やるばいプロジェクト「鵬友会特別賞」を表彰

関西支部総会　於：錦城閣　岩﨑副会長出席

役員会議　於：レオプラザホテル佐世保

１月１０日（土）

２月１４日（土）

２月２１日（土）

３月１９日（木）

３月２１日（土）

３月２８日（土）
令和7年度財産目録

令和8年3月31日（単位：円）

金　　額 預　入　先

183,213

0

11,960,655

159,883

20,842,885

33,146,636

2,500,000

2,500,000

30,646,636

33,146,636

 

佐世保西郵便局 

十八親和銀行佐世保本店営業部

十八親和銀行相浦支店 

十八親和銀行佐世保本店営業部

 

創立50周年記念事業費 

　 預金種目

現金

郵便貯金

普通預金

普通預金

定期預金

資産合計

未払金

負債合計

正味財産

負債・資本合計

令和8年度予算（案）
令和8年3月28日（収入の部）（単位：円）

1

2

3

4

5

科　目 予算金額 備　　考
会費（新入生）

名簿代

寄付金

預金利息

雑収入

（小計）

前年度繰越金

合計 

 8,800,000

0

300,000

45,000

170,000

9,315,000

10,646,636

19,961,636

@22,000×400名

科　目 予算金額 備　　考

（支出の部）

 150,000

350,000

1,850,000

950,000

1,800,000

350,000

150,000

200,000

1,300,000

2,000,000

300,000

800,000

150,000

20,000

100,000

40,000

1,000,000

11,510,000

8,451,636

19,961,636

12支部

コピー機リース料を含む

鵬祭援助金

卒業記念品代

通信費

人件費

支部活動費

旅費交通費

渉外費

事務局費

印刷費

鵬友会基金特別積金

会議費

総会費

雑費

部活動援助費

就職活動援助費

やるばいプロジェクト鵬友会特別賞

予備費

（小計）

次年度繰越金

合計

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

令和7年度鵬友会基金特別積立金
令和8年3月31日（単位：円）

当期繰入 当期取崩し 期末残高期首残高

18,000,000 2,000,000 0 20,000,000

令和7年度貸借対照表
令和8年3月31日（単位：円）

資産の部 負債・資本の部

現金

郵便貯金

普通預金

定期預金

合計

未払金

（負債合計）

鵬友会基金特別積立金

繰越金

（正味財産合計）

合計

183,213

0

12,120,538

20,842,885

33,146,636

2,500,000

2,500,000

20,000,000

10,646,636

30,646,636

33,146,636

令和7年度予算及び収支報告書
令和8年3月31日（収入の部）（単位：円）

1

2

3

4

5

6

7

科　目 予算金額 実績金額 備　　考
会費（卒業生）

会費（新入生）

会費（次年度新入生）

名簿代

寄付金

預金利息

雑収入

（小計）

前年度繰越金

合計 

 0

0

8,800,000

0

300,000

45,000

250,000

9,395,000

11,346,563

20,741,563

 22,000

66,000

8,558,000

0

631,000

35,385

301,000

9,613,385

11,346,563

20,959,948

@22,000×1名

@22,000×3名

@22,000×389名

97名

（収入の部合計） －（支出の部合計）＝（次年度繰越金）
  20,959,948円   －   10,313,312円  ＝    10,646,636円　
　     

科　目 予算金額 実績金額 備　　考

（支出の部）

 150,000

300,000

1,850,000

850,000

1,800,000

330,000

120,000

400,000

1,300,000

2,000,000

300,000

1,000,000

100,000

20,000

100,000

0

40,000

1,000,000

11,660,000

9,081,563

20,741,563

 150,000

338,800

1,581,646

822,900

1,650,000

371,725

171,718

355,194

1,321,100

2,000,000

254,750

902,765

143,914

10,000

100,000

0

38,800

100,000

10,313,312

10,646,636

20,959,948

鵬祭援助金

卒業記念品代

通信費

人件費

支部活動費

旅費交通費

渉外費

事務局費

印刷費

鵬友会基金特別積金

会議費

総会費

雑費

部活動援助費

就職活動援助費

会費返金

やるばいプロジェクト鵬友会特別賞

予備費

（小計）

次年度繰越金

合計

中国支部辞退

鵬祭援助金増額

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

令和8年4月7日
鵬友会会長　角田　隆一郎

収支決算書及び付属書類は適正であり、その計算は正確と認めます。

　令和7年度総会にて新副会長が決ま
りました。
安部勝己新副会長は前福岡支部長を務
められ、中村義博新副会長は佐賀支部
長を兼務されています。
今後は現副会長岩﨑土弥氏との3名体
制で鵬友会を更に盛り上げていただき
たいと思います。引き続きご指導ご鞭撻
のほど何卒よろしくお願いいたします。
　尚、長年副会長をお勤めいただきまし
た藤木秀人氏には顧問としてこれから
もご指導いただきます。

鵬友会ますますの発展に向かって～新副会長紹介

昭和59年度卒
安部 勝己

平成11年度卒
中村 義博




